
1

は

じ

め

に

本

書

は

、
『

高

嶺

遺

稿

』
に

お

け

る

印

度

哲

学
（

吉

谷

覚

寿

口

授

・
天

台

四

教

儀

）
の

部

分

を

翻

刻

し

た

も

の

で

あ

る

。
『
高

嶺

遺

稿

』

は

、

高

嶺

三

吉

（

一

八

六

二

～

一

八

八

七

）

が

帝

国

大

学

在

学

時

に

受

講

し

た

講

義

内

容

を

筆

記

し

た

計

七

冊

の

ノ

ー

ト

で

あ

り

、

高

嶺

の

一

周

忌

の

命

日

に

友

人

か

ら

第

四

高

等

中

学

校

へ

寄

贈

さ

れ

た

。

現

在

は

、

金

沢

大

学

附

属

図

書

館

に

保

管

さ

れ

て

い

る

。

筆

記

さ

れ

て

い

る

講

義

は

、

吉

谷

覚

寿

（

一

八

四

三

～

一

九

一

四

）

に

よ

る

印

度

哲

学

の

他

、

島

田

重

禮
（

一

八

三

八

～

一

九

九

八

）
の

支

那

哲

学
（

１

）

、
榊

俶
（

一

八

五

七

～

一

八

九

七

）
の

精

神

病

理

学

、
解

剖

学

及

び

生

理

学

、

フ

ェ

ノ

ロ

サ
（F

en
ollosa

,E
.F

一

八

五

三

～

一

九

〇

八

）
、

ノ

ッ

ク

ス
（K

n
ox

,G
.W

一

八

五

三

～

一

九

一

二

）
、
ブ

ッ

セ(B
u

sse,L
u

d
w

ig

一

八

六

二

～

一

九

〇

七)

の

哲

学

、

審

美

学

、

社

会

学

等

で

あ

る
（

２

）

。

印

度

哲

学

は

、

次

の

よ

う

に

区

分

さ

れ

て

い

る

。

一

八

八

六

（

明

治

十

九

）

年

九

月

二

五

日

よ

り

（

第

一

義

～

第

三

四

義

）

巻

二

一

八

八

七

（

明

治

二

十

）

年

一

月

二

九

日

よ

り

（

第

三

五

義

～

第

六

二

義

）

巻

三

一

八

八

七

（

明

治

二

十

）

年

四

月

九

日

よ

り

（

第

六

三

義

～

第

八

二

義

）
（

３

）

な

お

、

翻

刻

に

あ

た

っ

て

は

、

原

文

を

忠

実

に

写

す

こ

と

に

努

め

た

が

、

読

み

や

す

さ

を

考

慮

し

、

句

点

を

補

っ

た

。

ま

た

、

判

読

不

可

能

な

文

字

は

□

と

表

記

し

、

誤

り

と

思

わ

れ

る

文

字

に

は

注

を

付

し

た

。



2

注（

１

）

町

泉

寿

郎

「

幕

末

明

治

期

に

お

け

る

学

術

・

教

学

の

形

成

と

漢

学

」
（
『

日

本

漢

文

学

研

究

』

第

十

一

号

、

二

〇

一

六

年

）

に

よ

る

と

、

そ

の

一

部

は

井

上

哲

次

郎

（

一

八

五

六H
｣

一

九

四

四

）

に

よ

る

東

洋

哲

学

史

の

講

義

記

録

で

あ

る

可

能

性

が

高

い

と

指

摘

さ

れ

て

い

る

。
水

野

博

太
「
「

高

嶺

三

吉

遺

稿

」
中

の

井

上

哲

次

郎
「

東

洋

哲

学

史

」
講

義

」

（
『

東

京

大

学

文

書

館

紀

要

』

第

三

六

号

、

二

〇

一

八

年

）

に

は

、

そ

の

部

分

の

翻

刻

が

な

さ

れ

て

い

る

。

（

２

）
フ

ェ

ノ

ロ

サ

に

よ

る

哲

学

史

の

講

義

録

は

、
池

上

哲

司
（

監

修

・

解

題

）
・

竹

花

洋

佑

・

西

尾

浩

二

・

朴

一

功
（

翻

刻

・

翻

訳

・

校

閲

）
『

フ

ェ

ノ

ロ

サ

「

哲

学

史

」

講

義

』
（

二

〇

一

三

年

）
、

村

山

保

史

（

監

修

・

解

題

）
・

竹

花

洋

佑

・

西

尾

浩

二

・
朴

一

功

・M
ich

a
el C

on
w

a
y

（

翻

刻

・
翻

訳

・

校

閲

）
『

フ

ェ

ノ

ロ

サ
「

哲

学

史

」
講

義

』
（

二

〇

一

六

年

）

に

お

い

て

、

翻

刻

・

翻

訳

が

な

さ

れ

て

い

る

。

（

３

）

高

嶺

が

欠

席

し

た

た

め

か

、

第

八

一

義

の

講

義

に

つ

い

て

は

筆

記

さ

れ

て

い

な

い

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 




